
FRESCOBALL ALPS

アルプスの麓で、人を繋ぐFRESCO BALL活動を目指します。

2023.03.
28設立

国内で24拠点目の公認地域クラブ（長野県初）



●クラブ名称 ：FRESCOBALL ALPS
●クラブ略称／設立 ：FBA ／ 2023年 3月28日
●代表 ：間渕 将太
●住所／活動場所 ：長野県駒ヶ根市（南信地域）

おもしろかっぱ広場、ふるさとの丘、森と水のアウトドア体験広場、他公園
●代表者コメント ：中央アルプスと南アルプスに囲まれた大自然の中で活動しています。

老若男女、年齢関係なく、ラケットとボールが有れば、どこでも出来るスポーツ。
ただシンプルに美味しいアルプスの空気をいっぱい吸って、
相手の気持ちを考え、ボールを打ちあう。
『思いやりのスポーツ』をアルプスのど真ん中で楽しんでみませんか。
朝練をはじめ、BBQや焚き火をしたり、四季を感じながら。
時には皆で大会を目指して。
まだまだ活動メンバーが初心者レベルだからこそ、フレスコボールを通じて、
自然や人との繋がりを感じるスポーツ活動。
家族で、友達と、職場同士でも参加出来る、
気軽にコミュニティが生まれる地域クラブを目指しています。

●クラブSNS ：https://www.instagram.com/frescoball.alps/

チーム概要

フレスコボール
アルプス公式アカウント

https://www.instagram.com/frescoball.alps/


ロゴ

長野県だからこそ。ここ南信州だからこそ観れる中央アルプスと南アルプス をイメージして。
その真ん中を流れる天竜川(川)をモチーフに。一目で活動拠点のイメージが出来るように。

アルプスの麓で活動するフレスコボールチームに相応しいロゴデザイン。





地域を通じて、人を繋ぐ『FRESCO BALL』としたい

誰もができるスポーツ

長野県の山岳地帯を利用している、
県内で活発に行われているスポーツ

マレットゴルフ

ルールもシンプルで
場所も問わない

フレスコボール
・人数を要する部活動が出来ない
・教員数も足りておらず、保護者が教えているのが現状
・大会に出てもすぐに負ける

・メジャーなスポーツ
且つ大人数での団体競技では
他校には到底敵わない。

（マラソンのような個人競技はレベル高い）

全員が初心者。
だからこそ、皆で夢中になれる。

・過疎地域（特に中沢・東伊那）の生徒数が減っている

・年を重ねるほど、コロナに対して敏感
・新しいことへの挑戦に億劫になっている

・人手不足
・地元のお祭りや行事も少なくなり、
年配者と子供達の関わりが減っている

海で行われているスポーツだからこそ、
山に囲まれている長野県内で活動している団体はごく僅か。

地元に根づくスポーツとのコラボ

・スポーツを通じて、
本物に触れる、夢中になれる機会が少ない

高齢化 少子化

大きい課題



3月 フレスコボールアルプスチーム設立
競技人口（フレスコファン）を作る・知って貰う。

①僕自身（妻と）の練習
②友人や付き合いのある方々へ誘致
→フレスコボール部として活動開始
＞元気づくり支援金やスポーツ振興基金の活用

③6月 体験会の実施
④行政や商工会議所へ誘致

8月 代表選手含めた練習会の実施

●大会候補場所：森と水のアウトドア体験広場 サンドグランド
・避暑地の為、砂が暑くなりづらい
・風の影響も少ない
・7月～8月お盆以外は比較的空いている（バレーボール1面／1時間200円）

SNSでの告知
＋継続事業での活動報告

Komagane
元気プロジェクト

FRESCO ALPS
特設インスタ

ストーリー

2023

長野県初のフレスコカップ開催！

長野県での日本代表選手輩出

2024～

1

2

3

4

フレスコボールリクゼ
ンタカタカップ2022

「JAPAN BEACH 
GAMES® Festival千葉
フレスコボールジャパ
ンオープン2022」

フレスコボールって？



ご興味あるかたはお気軽にインスタのDMやメールにてご連絡ください。
FRESCOBALL ALPSチーム

担当：間渕 mabuchi@kiki-nagano.co.jp

フレスコボール
アルプス公式アカウント

mailto:mabuchi@kiki-nagano.co.jp

